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平成22年８月末現在（　）内は前月比

人　口	 33,437人	（＋16） 15歳未満	 5,406人	（ー１）

65歳以上	 5,501人	（＋15）

平均年齢	 40.99歳

　男	 16,090人	（ー２）

　女	 17,347人	（＋18）

世帯数	 12,276戸	（＋10）
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４
月
か
ら
、
中
学
修
了
ま
で
の
子
ど
も

を
養
育
す
る
方
に
子
ど
も
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
す
。
藍
住
町
も
し
く
は
勤
務
先
か

ら
の
認
定
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
早
急

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
な
方
は
、
９
月
30
日
ま
で
に

申
請
を
す
れ
ば
、
４
月
分
か
ら
手
当
を
受

給
で
き
ま
す
。

　

町
と
協
働
で
公
共
施
設
の
清
掃
活
動
や

環
境
意
識
の
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
？

　

一
緒
に
活
動
し
て

い
た
だ
け
る
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

活
動
日
時

　

10
月
の
毎
週
火
曜
日
、
木
曜
日
の
午
後

４
時
か
ら
５
時
ま
で
。

　

こ
の
補
助
事
業
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

と
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
を
す
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
や
身
体
障

害
者
１
級
ま
た
は
２
級
の
方
の
み
で
構
成
す

る
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、
取
付
事
業
費
の
２

分
の
１（
上
限
５
千
円
）を
補
助
し
、
火
災
に

よ
る
被
害
防
止
と
地
震
に
伴
う
家
具
の
転
倒

防
止
対
策
を
促
進
し
、
住
民
の
安
全
を
確
保

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
助
事
業
を
受
け
る
た
め
に
は
、
町

税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯

◆
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
を
所

持
す
る
者
の
み
の
世
帯

◆
要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
以
上
の
者
の
み

の
世
帯

◆
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２

の
手
帳
を
所
持
す
る
者
の
み
の
世
帯

◆
精
神
障
害
者
手
帳
１
級
を
所
持
す
る
者
の

み
の
世
帯

対
象
と
な
る
費
用　

火
災
警
報
器
取
付
事
業

費
と
家
具
の
固
定
作
業
費
用（
器
具
・
器
機

の
購
入
費
用
を
含
む
。）

補
助
金
額　

１
世
帯
当
た
り
取
り
付
け
に
要

す
る
費
用
の
２
分
の
１（
上
限
５
千
円
）

受
付
期
間　

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
１
日
ま
で

※
火
災
警
報
器
は
、消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、

住
宅
の
所
有
者
、
管
理
者
や
占
有
者
は
、

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
補
助
事
業
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問 

総
務
課　
（
☎
６
３
７
・
３
１
１
１
）

▼
所
得
要
件
等
に
よ
り
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
中
学
生
以
下
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

▼
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た
が
、
新
た

に
対
象
と
な
る
中
学
２
年
・
３
年
生
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

活
動
内
容

　

正
法
寺
川
公
園
、東
中
富
桜
づ
つ
み
公
園
、

小
中
学
校
周
辺
の
清
掃
。

　
「
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
」・「
犬
の
ふ
ん
害
」

防
止
の
啓
発
活
動
等
。

申
込
期
限　

　

９
月
24
日（
金
）ま
で
に
電
話
等
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

生
活
環
境
課

　
　
　

  

（
☎
６
３
７
・
３
１
１
６
）

国
民
年
金
の
届
出
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
ど
も
手
当
を
受
給
し
て
ま
す
か
？

あ
な
た
も
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

火
災
警
報
器
・
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
に
助
成

ハ
〜
イ
、
こ
く
ね
ん
で
す
！

　

届
出
を
忘
れ
る
と
…
将
来
受
け
る
年
金

額
が
減
額
さ
れ
た
り
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

★
会
社
を
退
職
し
た
と
き
➡
厚
生
年
金
保

険
・
共
済
組
合
の
資
格
を
喪
失
し
た
と

き
➡
町
役
場
住
民
課
へ
届
出（
扶
養
し

て
い
る
配
偶
者
の
い
る
人
は
合
わ
せ
て

届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。）

★
収
入
が
増
え
た
ら
➡
収
入
が
増
え
、
配

偶
者
の
加
入
す
る
健
康
保
険
・
共
済
組

合
等
の
被
扶
養
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

➡
町
役
場
住
民
課
へ
届
出

★
離
婚
し
た
ら
➡
健
康
保
険
・
共
済
組
合

加
入
者
の
配
偶
者
が
離
婚
に
よ
り
扶
養
を

は
ず
れ
た
と
き
➡
町
役
場
住
民
課
へ
届
出

※
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
会

社（
事
業
所
）や
共
済
組

合
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☆
就
職
し
て
職
場
の
公
的
年
金
制
度（
厚

生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
）に
加
入
し

た
と
き（
扶
養
し
て
い
る
配
偶
者
の
い

る
人
は
第
３
号
被
保
険
者
の
届
出
を
合

わ
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う
。）

☆
収
入
が
減
り
健
康
保
険
・
共
済
組
合
等

の
被
扶
養
者
と
な
っ
た
と
き

☆
結
婚
し
て
健
康
保
険
・
共
済
組
合
等
の

被
扶
養
者
と
な
っ
た
と
き

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所

　
　
（
☎
６
５
５
・
０
２
０
０
）

　
　

住
民
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
３
）
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本
年
度
か
ら
地
籍
調
査
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
地
区
は
、
猪
熊
地
区
の
一
部
で
す
。

地
籍
調
査
と
は

　
地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い

て
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地
目
や
境
界
に

関
す
る
調
査
確
認
を
行
い
、
境
界
に
関
す
る

測
量
、
面
積
測
定
後
、
そ
の
成
果
と
し
て
、

地
図（
地
籍
図
）と
簿
冊（
地
籍
簿
）を
作
成
す

る
調
査
で
す
。

地
籍
調
査
の
必
要
性

　

現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る

公
図
の
多
く
は
、
明
治
時
代
に
作
ら
れ
た
も

の
を
も
と
に
し
て
お
り
、
土
地
の
実
態
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
新
た
に
近
代
的
な
測
量
技
術

に
よ
っ
て
、
現
状
に
合
っ
た
地
籍
簿
と
地
籍
図

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
、
地

籍
調
査
が
全
国
各
地
で
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

調
査
の
流
れ

①
関
係
地
区
の
方
を
対
象
に
地

元
説
明
会
を
実
施
し
、
関
係

地
権
者
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

そ
し
て
一
筆
ご
と
の
土
地

に
つ
い
て
、
土
地
所
有
者
の

方
な
ど
の
立
会
に
よ
り
所
有

者
、
地
番
、
地
目
、
境
界
な

ど
の
確
認（
現
地
調
査
）を
行

い
ま
す
。
確
認
の
で
き
た
土

地
に
つ
い
て
、
段
階
を
踏
ん

で
、
一
筆
ご
と
に
地
籍
細
部

測
量
を
行
い
ま
す
。

②
一
筆
地
調
査（
現
地
調
査
）と
地
籍
細
部
測

量
に
よ
っ
て
作
成
し
た
、「
地
籍
簿
」と「
地

籍
図
」の
案
を
土
地
所
有
者
な
ど
に
確
認

し
て
い
た
だ
き
、
誤
り
を
訂
正
す
る
機
会

を
設
け
ま
す
。

③
確
認
し
て
い
た
だ
い
た「
地
籍
簿
」と「
地

籍
図
」の
写
し
が
登
記
所
に
送
ら
れ
ま
す
。

登
記
所
で
は
土
地
登
記
簿
が
書
き
改
め
ら

れ
、
地
籍
図
が
備
え
つ
け
ら
れ
ま
す
。

成
果
の
利
活
用　

調
査
結
果
は
、
ま
ち
づ
く

り
、
公
共
事
業
、
税
務
、
災
害
復
旧
な
ど
、

土
地
に
関
す
る
様
々
な
分
野
で
利
活
用
さ
れ

ま
す
。
関
係
さ
れ
る
方
に
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
２
）

猪熊1地区

平成22年度 地籍調査事業
藍住町（猪熊１地区）

地籍調査範囲図
平成22年度 地籍調査事業
藍住町（猪熊１地区）

地籍調査範囲図
●藍住町合同庁舎

藍住町浄水場●

●町立図書館

●藍住中学校

●藍住南幼稚園
観音院
●

奥野字矢上前奥野字矢上前

奥野字猪熊奥野字猪熊

奥野字乾奥野字乾

奥野字原奥野字原

～ 

あ
な
た
と
目
指
す
地
域
づ
く
り 

～

始
ま
り
ま
す
。
地
籍
調
査

今
月
の
税
金
と
保
険
料
の

納
付
の
お
知
ら
せ

日
本
脳
炎
予
防
接
種 

第
２
期（
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）開
始
に
つ
い
て

敬
老
の
つ
ど
い

緑
の
広
場
遊
具（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）

撤
去
の
お
知
ら
せ

　

９
月
は
、
固
定
資
産
税（
２
期
）・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
普
通
徴
収（
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
、
固
定
資
産
税
は
９
月
27
日
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
９
月
30
日
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

問 

税
金
は
税
務
課（
☎
６
３
７
・
３
１

１
７
～
３
１
１
８
）保
険
料
は
健
康
推
進

課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
５
）

　

平
成
17
年
か
ら
、
日
本
脳
炎
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
積
極
的
な
勧
奨
は
差
し
控
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
４
月
か
ら
は
、
新

た
に
開
発
さ
れ
た
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳

炎
ワ
ク
チ
ン
に
よ
り
、
第
１
期（
６
か
月
か

ら
７
歳
６
か
月
）に
該
当
す
る
方
へ
の
予
防

接
種
が
再
開
さ
れ
、
標
準
的
な
接
種
年
齢

の
方（
３
歳
）へ
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
１
期
に
引
き
続
き
、
日

本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期（
９
歳
以
上
13

　

平
成
22
年
度「
藍
住
町
敬
老
の
つ
ど
い
」

を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

日
　
時　

９
月
20
日（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

場
　
所　

町
民
体
育
館

歳
未
満
）が
開
始
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
勧
奨

差
し
控
え
に
よ
っ
て
予
防
接
種
を
受
け
な

か
っ
た
方
に
対
し
て
、
接
種
機
会
の
確
保
の

た
め
、
特
例
措
置
に
よ
り
、
こ
の
時
期
に
第

１
期
の
予
防
接
種
を
受
け
る
事
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
年
齢
で
接
種
ご
希
望
の
方
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

対
象
者　

平
成
22
年
９
月
20
日
現
在

　
　
　
　

75
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

内
　
容　

９
時
30
分
か
ら　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョン

　
　
　
　

10
時
か
ら　

式
典

問 

福
祉
課（
☎
６
３
７
・
３
１
１
４
）

　

長
年
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
た
、
緑
の
広

場
の
遊
具（
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
）が
、
老
朽
化
の

た
め
現
在
使
用
禁
止
と
な
って
い
ま
す
。
修

繕
等
も
検
討
し
ま
し
た
が
耐
久
性
、
安
全

性
の
面
か
ら
撤
去
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
下
旬
ご
ろ
撤
去
予
定
で
す
。
撤
去

作
業
中
は
危
険
で
す

の
で
、
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
周
辺
に
は
近
寄
ら

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７・３
１
２
８
）
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●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と世帯が対象です。

●平成22年国勢調査は，我が国が本格的な人口減少社会となって実施する最初の
国勢調査で，日本の未来を考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の
実態を明らかにする重要な調査です。

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環境
の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

●９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で調査員に渡していただくか、
町に郵送で提出していただきます。

●国勢調査は、統計法によって、調査票に記入して提出することの報告義務が定め
られています。

●調査票の記入内容は、厳重に守られます。

問   国勢調査コールセンター（☎0570・01・2010）　町企画政策課（☎637・3124）
IP電話・PHSの場合（☎03・6738・6677）

国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。
国勢調査e-ガイド 検索

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm

国勢調査は、みんなで描く日本の自画像

平成22年10月１日 国勢調査を実施します！
2010

調査票の配布  ➡ 調査票に記入
してください  ➡ ●調査員による回収

●郵送による提出　

調査票は
溶かして再生紙に  　 まちづくりなどの　　

資料として活用します  ➡ 集計・公表

国勢調査は、日本の未来、
地域のまちづくりのための
基礎資料になります！



渡邊本部長の指導で全員参加のレクリエーション

親
子
で
箏こ
と

体
験
教
室
の
ひ
と
こ
ま

キンボールに熱中する子どもたち
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グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ン
ド
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
に
よ
る

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
あ
い
ず
み
が
、
８
月
16

日
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
回
目
と
な
る
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

は
、今
ま
で
よ
り
多
い
約
１
、０
０
０
個
の
キ
ャ

ン
ド
ル
が
並
べ
ら
れ
、
ハ
ー
ト
型
や
文
字
な
ど

を
形
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ル
ー
ト
＆
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
も
開
催
さ
れ「
星
に
願
い
を
」「
愛
の
あ

い
さ
つ
」な
ど
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

曲
が
奏
で
ら
れ
る
と
、
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
し

ば
し
幻
想
的
な
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
新
作
物
研
究
会
か
ら
に
ん
じ
ん
と
枝
豆
を

使
っ
た
手
作
り
ク
ッ
キ
ー
も
配
ら
れ
、
キ
ャ
ン
ド
ル

と
フ
ル
ー
ト
の
夕
べ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
教
育
委
員
会
と
町
立
図
書
館
が
主

催
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
藍
の
館
が
共
催

の
上
、
地
域
の
皆
さ
ん
方
に
講
師
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
い
て
の
教
室
で
す
。

　

親
子
教
室
と
し
て
、「
親
子
で
マ
ス
タ
ー
阿
波

踊
り
の
笛
」、「
折
り
紙
教
室
」、「
親
子
で
に
こ
に

こ
ク
ッ
キ
ン
グ
」、「
オ
ペ
ラ
歌
手
養
成
講
座
」、

「
箏こ

と

体
験
教
室
」、「
琵び

琶わ

体
験
教
室
」が
開
か
れ
、

子
ど
も
教
室
と
し
て
は
、「
人
形
劇
」、「
藍
住
歴

史
か
る
た
教
室
」、「
子
ど
も
落
語
会
」、「
俳
句
教

室
」、「
国
語
道
場
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー

ル
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
普
段

な
か
な
か
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

夏
休
み
を
利
用
し
て「
各
種
夏

休
み
教
室
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

ま
り
、
夕
食
は
団
員
た
ち
の
手
づ
く
り
カ

レ
ー
で
し
た
。
ご
は
ん
を
洗
う
手
つ
き
も
包

丁
を
持
つ
手
も
、
ぎ
こ
ち
な
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
が
、
お
い
し
い
カ
レ
ー
が
で
き
あ
が

り
、
何
杯
も
お
か
わ
り
を
す
る
子
ど
も
も
い

ま
し
た
。

　

夜
は
体
育
指
導
員
の
指
導
の
も
と
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
体
験（
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
・
シ
ャ
ッ

フ
ル
ボ
ー
ド
・
キ
ン
ボ
ー
ル
）が
町
民
体
育

館
で
開
か
れ
、
初
め
て
の
体
験
に
大
き
な
歓

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で

は「
め
ざ
せ
チ
ー
ム
青
森
」と
ば
か
り
の
上
達

ぶ
り
で
し
た
。

　

二
日
目
は
、
濱
陸
斗
君
の「
日
本
・
ド
イ

ツ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
」の
報
告
会
に
つ

づ
い
て「
明
日
に
向
か
っ
て
、
い
ま
で
き
る

こ
と
」を
テ
ー
マ
に
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
初

代
本
部
長
米
田
博
氏
の
講
演
が
あ
り
、
講
師

の
質
問
に
活
発
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
や
体
験
し
た

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
い
思
い

出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

ニュースポーツに歓声！　スポーツ少年団一泊研修会

キャンドルとフルートの夕べ楽しかった各種夏休み教室

　

８
月
16
日
と
17
日
の
二
日
間
、
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
六
年
生
59
人
が

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
一
泊
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
員
と
し
て
、
各
団
で
小
学
校

六
年
生
ま
で
活
動
し
て
き
た
団
員
が

一
同
に
会
し
、
交
友
の
輪
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
た
が
い
に
協
力
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
団
体
活
動
の
実
践
を
確

か
め
合
い
、
よ
り
大
き
く
成
長
し
て

い
く
ス
ポ
ー
ツ
少
年
と
し
て
の
集
い

の
場
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団（
渡
邊
正
光
本
部
長
）

が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

研
修
会
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

に
よ
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
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　中学校では毎年、６月下旬から７月にかけて人権
についての作文や青少年の健全育成に関する作文を
書いています。今年も多くの子どもたちが自分の体
験や日ごろの思いを元にした作文を書いてくれまし
た。その中で、印象に残ったことは、多くの子ども
たちが、友人同士のつながりや家族のふれあいが大
切だと書いていたことです。
　例えば、些細なことで友だちと仲

なか

違
たが

いをしてしま
い、それがエスカレートしてだんだんと孤独になり、
ある時には自殺まで考えてしまった自分を救ってく
れたのは、様子がおかしい自分を心配してくれた別
の友だちの一言であったこと、また、一人で悩んで
いた時にさりげなく声をかけてくれ、相談に乗って
くれた母のこと、あるいは、どんなにいそがしくて
も家族全員で話す時間を作っていて、その中ではど
んなことでも話すことができ、それが自分にとって
とても大切な時間になっていることなどです。当た
り前のことのようですが、これらが大切だと思えて
しまうほど今はつながりが希薄になってしまってい
るのではないでしょうか。そんな時、差別と出会え
ば希薄なつながりはあっという間に断ち切られてし
まうでしょう。
  さまざまな人権問題を解決するためには、個別の人
権課題についての学習は必要ですが、それだけでな
く、自分自身を大切にすることやお互いを尊重する
気持ちをもつということを学ぶことも大切だと思い
ます。これらはつながりをつくる力を身につけてい
くことです。それは教室の授業だけで学べることで

はなく普段の生活の中でし
か学べないことも多いで
す。一緒に生活しているこ
とが、つながりではないと
思います。つながりは幼い
頃からのコミュニケーショ
ンによって培われていくも
のだと思っています。家族
に自分が大切にされている
ことが実感でき、自分も家族を愛おしく思う。成長
するにしたがって自分の気持ちを大切にすることが
できるようになり、自分もまた相手の気持ちを大切
に思うことができるようになる。それは友人や仲間
と本当の意味で「話せる」ということになり、つなが
りを深めていく作業です。このつながりは差別と出
会ってもびくともしないものになるでしょう。
　先日、藍住町に講演に来てくださった栗原美和子
さんが夫の村崎太郎さんと書かれた３冊目の本『橋は
かかる』を読ませていただきました。この本は差別を
受けた苦しみを知らない人が、それがどういうもの
か知る本であるとあとがきの中で記されています。お
互い相手の苦しみ抜いた本音に触れ、それを少しで
も自分のこととして受け取ることができた時、橋は
かかっていきます。　
　つながりを深め、より多くの人の間に橋をかけて
いきましょう。

町人権教育推進協議会運営部会　阿部哲也

つながることの大切さ 藍住町スローガン
守れ人権　許すな差別

広げよう　みんなでつくった　友の輪を
６年　　吉岡　美紗

いじめなし　差別なしの　国つくろ
６年　　藤本　地洋

差別なし　みんな仲間だ　友達だ
６年　　金森　　陸

友達を　大事にしよう　大きな輪
６年　　柴田　竜稀

「ごめんなさい」　一言だけで　仲直り
６年　　高島美佑那

人権標語   藍住西小学校児童作品
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情情報報 NNOOWW
町の掲示板

健
康
料
理
教
室

～
今
か
ら
始
め
る
生
活
習
慣
病
予
防
～

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
教
室
で
す
。
料
理

は
苦
手
と
い
う
方
も
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
一
緒
に
、
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日　
　

時　

９
月
30
日（
木
）

午
後
６
時
～
８
時
30
分

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー

定

員　

25
人（
申
込
順
）

内　
　

容　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の

ミ
ニ
講
座
、
調
理
実
習
と
試
食

講

師　

医
師
・
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
ふ
き

タ
オ
ル

参
加
費　

５
０
０
円

申
込
期
間　

９
月
27
日（
月
）

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

健
康
づ
く
り
講
習
会

【
奥
野
地
区
】

日　
　

時　

９
月
27
日（
月
）

午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時
ま
で

場　
　

所　

奥
野
老
人
憩
の
家

対
象
者　

奥
野
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

定

員　

25
人（
申
込
順
）

内

容　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

健
康
料
理
の
試
食
会

担

当　

奥
野
保
健
栄
養
推
進
員

申
込
期
間　

９
月
17
日
～
21
日

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

“
汗
と
い
っ
し
ょ
に
疲
れ
も
流
そ
う
！
”

日　
　

時　

９
月
27
日（
月
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
フ
ラ
イ
ン

グ
デ
ィ
ス
ク
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

参
加
費　

無
料

　

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど
な

た
で
も
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

主

催　

体
育
指
導
委
員
会
・
教
育
委
員
会

問 

教
育
委
員
会　
（
☎
６
３
７
・３
１
２
８
）

　

藍
住
歩
こ
う
会

「
88
カ
所
1
番
2
番
さ
ん
巡
り
」

　

霊
山
寺
・
極
楽
寺
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。

昼
食
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。
約
10
ｋ
ｍ
。

日　
　

時　

９
月
26
日（
日
）

午
前
９
時
45
分
～
午
後
２
時 

10
時
出
発

集
合
場
所　

緑
の
広
場
管
理
棟
前

参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し

ま
す
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

シ
ン
グ
ル
ス

（
男
子
・
女
子
・
小
学
生
別
個
人
戦
）

第
37
回
新
人
卓
球
大
会

日　
　

時　

10
月
17
日（
日
）午
前
９
時
か
ら

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成　

ダ
ブ
ル
ス（
男
子
・
女
子
・
混

合
の
区
別
な
し
）リ
ー
グ
戦

シ
ン
グ
ル
ス（
男
子
・
女
子
・

小
学
生
別
）個
人
戦

参
加
資
格　

小
学
生
以
上
の
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
者

参
加
料　

１
人
５
０
０
円

（
出
場
種
目
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
関

係
な
し
）

申
込
締
切　

10
月
６
日（
水
）

申
・
問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

大
麻
山
登
山
教
室

秋
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

登
山
デ
ビ
ュ
ー
に
絶
好
の
季
節
で
す
。

日　
　

時　

９
月
25
日（
土
）午
前
９
時
集
合

10
月
11
日（
月
）午
前
10
時
集
合

集
合
場
所　

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
）

★
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

集
合
30
分
前
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。　

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

幼
児
い
き
い
き
健
康
教
室

（
申
込
17
日
か
ら
）

「
不
足
し
が
ち
な
野
菜
を
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！
」

日

時　

10
月
４
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー（
２
階
）

対
象
者　

幼
児
の
い
る
家
庭
の
方

（
３
歳
～
６
歳
ま
で
）　

定

員　

15
人（
申
込
順
）

内

容　

野
菜
料
理
と
簡
単
お
や
つ
の

調
理
実
習
・
試
食

参
加
費　

無
料

準
備
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル

申
込
期
間　

９
月
17
日
～
24
日

主

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会「
藍

愛
グ
ル
ー
プ
」食
育
部

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

募　
　

集
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こ
れ
か
ら
始
ま
る

　
　
生
活
習
慣
病
予
防
教
室

　
退
職
者
世
代
の
生
活
の
変
化
に
伴
う
生
活

習
慣
病
を
予
防
し
、
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日

時　

９
月
29
日（
水
）・
10
月
８
日（
金
）・

10
月
15
日（
金
）各
日
と
も

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場

所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

58
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の
方

内

容　

医
師
・
健
康
運
動
指
導
士
・
管

理
栄
養
士
・
保
健
師
に
よ
る
生
活
習
慣
病

予
防
に
つ
い
て
の
お
話　

（
詳
し
い
内
容
は
、
申
し
込
み
後
別
途
送

付
）

参
加
費　

無
料

申
込
期
日　

９
月
28
日（
火
）ま
で

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２・８
６
５
８
）

運
動
習
慣
が
つ
く
教
室

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
運
動
を
習
慣
化
し
ま

せ
ん
か
。

実
施
期
間　

10
月
１
日
～
３
月
31
日

場

所　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
町
体
育
セ
ン
タ
ー
）

対
象
者　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
30

歳
か
ら
74
歳
ま
で

定

員　

各
コ
ー
ス
25
人（
先
着
順
）

内

容　

期
間
中
、
週
１

回
３
か
月
間
継
続
し
て
の

参
加
と
し
ま
す
。（
新
規
参

加
者
は
、
月
の
初
め
か
ら

参
加
開
始
し
ま
す
）

　

集
団
教
室
で
、
体
力
ア
ッ
プ
運
動
、
ス

ポ
ー
ツ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

準
備
物　

上
靴
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
の

飲
み
物

運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

参
加
コ
ー
ス　

①
水
曜
日（
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
）

②
金
曜
日（
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
）

③
火
曜
日（
午
後
７
時
30
分
か
ら
９
時
）

　

①
か
ら
③
の
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
８
６
５
８
）

軽
登
山
教
室

「
絶
景
を
満
喫
で
き
る
不
入
山
へ
」

　

徳
島
の
黄
金
コ

ー
ス
と
名
高
い
不

入
山
に
挑
戦
し
ま

す
。
紅
葉
を
愛
で

な
が
ら
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。

日

時　

10
月
23
日（
土
）午
前
７
時
出
発

集
合
場
所　

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

対
象
者　

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

会
員
で
日
帰
り
登
山
が
で
き
る
方

定

員　

20
人（
先
着
順
）

参
加
費　

４
，
５
０
０
円

申
込
開
始　

９
月
17
日（
金
）か
ら

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
参
加
費
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局（
体
育
セ
ン

タ
ー
内
）ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
６
９
２
・
５
０
０
０
）

訓
練
科　

Ｉ
Ｔ
技
能
科
３

訓
練
期
間　

11
月
22
日
〜
２
月
21
日

実
施
場
所　

鳴
門
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
マ
イ
ス
タ
ー
な
る
と
）

受
講
料　

無
料（
教
材
費
等
別
）

対

象　

離
転
職
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
か
ら
受
講
指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
を
受

け
た
人

（
学
歴
・
年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

申
込
期
日　

９
月
27
日
〜
10
月
25
日
ま
で

に
鳴
門
公
共
職
業
安
定
所
へ

問 

鳴
門
職
業
安
定
所（
☎
６
８
５
・
２
２
７

０
）県
立
鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル（
☎
６
８

６
・
４
７
５
２
）

鳴
門
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
11
月
入
校
訓
練
生
募
集

 

藍
住
町
人
権
講
座

【
第
２
回
】

日

時　

９
月
22
日（
水
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー〔
役
場
４
階
〕

対
象
者　

町
内
在
住
者

町
内
勤
務
者

テ
ー
マ　
「
障
が
い
の
あ
る
方
」

受
講
料　

無
料

【
第
３
回
】

日

時　

10 

月
14 
日（
木
）

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

場

所　

町
民
シ
ア
タ
ー〔
役
場
４
階
〕

対
象
者　

町
内
在
住
者

町
内
勤
務
者

テ
ー
マ　
「
え
ん
罪
に
つ
い
て
」

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

各
回
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

講
座
の
前
日
ま
で
に
、
教
育
委

　
　
　
　
　

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

主

催　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共

催　

町
・
町
教
育
委
員
会

申
・
問 

教
育
委
員
会

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）
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募集項目 資格 受付期間 試験日 その他

防衛医科大学
高卒 （見込含）

21 歳未満
９月６日〜

　　　 １０月１日

1 次／１０月３０日 ・ ３１日

（両日実施）

①試験会場＆試験費用
試験会場 ： 松茂町の自衛隊基地
試験費用 ： 無　料

②大学 （学生） について

⑴入学～卒業まで学費不要 （国費にて負担）
⑵学生手当て等が支給されます。
⑶学費や手当ては基本的に償還不要

③その他  防大は一般大学同様に 「学士号」 を、

防医大は 「医師免許」 を、 看護学生は 「正
看護師免許」 をそれぞれ取得します。 （大学
院課程も御座います。）

防　衛　大　学
高卒 （見込含）

21 歳未満
９月６日〜

　　　 １０月１日

1 次／１１月６日 ・ ７日　　

（両日実施）

看　護　学　生
( 高等看護学院 )

高卒 （見込含）
24 歳未満

９月６日〜

　　　 １０月１日
1次／１０月２３日　 　　　　

学 生 受 付 案 内

問   鳴門地域事務所（☎685・5306）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊年齢は23年４月１日現在

講座名 曜　　日 時　　間 定　　員 受講料 場　　所 備　　考

民 　 　 謡
（唄）

第１ ・ ３
土曜日

午後３時３０分～４時３０分 ２０人 ３, ５００円 研修室

民 　 謡
（三味線）

午後４時３０分～５時３０分 １５人 ３, ５００円 研修室

陶 　 　 芸
（初　級）

第２ ・ ４
金曜日

午後７時～９時 １０人 ３, ５００円 藍工房

文 化 箏
（入　門）

第２ ・ ４
土曜日

午後３時～５時 １５人 ４, ０００円 研修室

中 国 語
（入　門）

毎週
土曜日

午前１０時～１１時３０分 ２０人 ４, ５００円 研修室

茶 道
（石川流）

第２ ・ ４
金曜日

午後１時～３時 　７人 ４, ０００円 和　室 受講回数 10 回

い け ば な
（小原流）

第１ ・ ３
木曜日

午後２時～４時 ２０人 ２, ５００円 藍工房

い け ば な
（嵯峨御流）

第２ ・ ４
木曜日

午後７時３０分～９時３０分 ２０人 ２, ５００円 藍工房

楽しいハーブ＆
ア ロ マ ク ラ フ ト

第２ ・ ４
木曜日

午後７時～８時３０分 １５人 ４, ０００円 研修室 受講回数 10 回

英 　 会 　 話
毎週金曜日 午後２時～３時３０分 １５人 ４, ５００円 研修室

毎週水曜日 午後７時～８時３０分 １５人 ４, ５００円 研修室

受講期間： 10月１日（金）～平成23年３月31日（木）　受講資格： 町内在住、または在勤者で20歳以上の方（学生を除く）
申込期間： ９月15日（水）～21日（火）　午前９時～午後５時　
★ 各講座、定員を超えた場合は、初めての方を優先して抽選を行います。当選者の方には９月30日（木）までに書面で通知します。
★ 応募者が少ない講座は、開講しないことがあります。
★ 茶道講座・楽しいハーブ＆アロマクラフト講座は、全10回（予定）となります。
★ 各講座の受講料は、６ヶ月分となります。  ★ 各講座は、材料費等が別途に必要となります。
★ 受講日は、都合により変更、または休講にする場合があります。

　　　　　コミュニティセンター（☎６３７・３１３０）火曜日休館　　　　申・問

平成 22 年度後期コミュニティセンタ−教養講座
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板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
交
流
会

〜
い
も
ほ
り
〜
収
穫
を
楽
し
も
う

日

時　

10
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
集
合（
雨
天
時
翌
日
10
日
）

集
合
場
所　

徳
島
と
く
と
く
タ
ー
ミ
ナ
ル

駐
車
場
横
の
畑

（
松
茂
町
字
前
原
東
四
番
越
）

※
当
日
は
旗
を
立
て
て
い
ま
す

参
加
費　

無
料

参
加
者　

会
員
と
子
育
て
中（
小
学
生
ま

で
）の
フ
ァ
ミ
リ
ー（
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
先
着

１
５
０
組
）

申
込
期
間　

10
月
１
日（
金
）〜
７
日（
木
）

※
土
日
は
除
く 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
代
表
者
氏
名
・
子
ど
も
の
年
齢
・
人
数
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

当
日
の
連
絡
先　

（
☎
０
９
０
・
７
１
４
２
・
６
２
６
０
）

そ
の
他
駐
車
場
は
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
・
問 

板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー（
☎
６
９
３
・
３
０
３
３
）

第
25
回
藍
美
展
の
作
品
募
集

日

時　

10
月
31
日（
日
）～
11
月
３
日

（
水
・
文
化
の
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

（
最
終
日
は
午
後
４
時
）

場

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

出
品
資
格　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者

（
高
校
生
以
上
）

出
品
料　

１
，
０
０
０
円

（
会
員
・
高
校
生
は
無
料
）

＊
搬
入
時
に
作
品
と
同
時
に
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

出
品
点
数　

１
人
２
点
以
内

（
会
場
の
都
合
で
１
点
に
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
）

申
込
方
法　

町
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
で
、
町
教
育
委
員
会
ま
た
は

町
美
術
協
会
ま
で
提
出（
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

教
育
委
員
会（
FAX６
３
７
・
３
１
５
３
）

美
術
協
会
事
務
局（
FAX６
４
１
・
１
１
８
１
）

申
込
締
切　

10
月
８
日（
金
）

作
品
搬
入　

10
月
30
日（
土
）午
後
４
時
～
７
時

（
で
き
る
だ
け
早
く
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
）

作
品
搬
出　

11
月
３
日（
水
）

午
後
４
時
～
５
時

搬
入
出
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

大
会
議
室

問 

町
美
術
協
会
事
務
局　

三
好
初
子

（
☎
６
４
１
・
１
１
８
１
）

育
児
を
応
援
し
た
い
人
、
依
頼
し
た
い
人

ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

お
電
話
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

会
員
募
集
中

準
備
物　

ス
コ
ッ
プ
・
バ
ケ
ツ
・
着
替
え
・

タ
オ
ル
・
ゴ
ム
草
履
・
帽
子
・
飲
み
物

小
雨
決
行（
雨
具
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

参
加
費　

１
人
５
０
０
円

申
込
締
切　

10
月
４
日（
月
）

申
・
問 

㈶
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

 （
☎
６
５
４・７
４
１
８
／
ＦＡＸ
６
５
４・７
４
１

４
）メ
ー
ル　

tk-boshi@
proof.ocn.ne.jp

　

自
然
と
触
れ
あ
い
、
仲
間
と
の
交
流
を
通

し
て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、
子
育
て
の
悩
み

を
軽
減
し
、楽
し
さ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

日

時　

10
月
24
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場

所　

県
月
見
が
丘
海
浜
公
園

対

象　

子
育
て
中
の
親
と
子

（
３
歳
〜
小
学
６
年
生
以
下
）40
組

子
育
て
支
援
事
業
砂
の
造
形
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会

　

女
性
セ
ン
タ
ー
で
は
季
節
感
あ
ふ
れ
る
料

理
、
お
菓
子
作
り
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
計
算
さ
れ
た
料
理
、
お
菓
子
を
作

っ
て
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
せ
ん
か
。

　

町
内
に
お
住
ま
い
の
女
性
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

講

師　

佐
藤
絹
代
先
生

●
料
理
教
室

受
講
期
間　

10
月
14
日（
木
）〜３

月
10
日（
木
）

毎
月
第
２
木
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら

募
集
人
数　

20
人

受
講
料　

無
料（
材
料
費
・
３
，０
０
０
円
）

受

付　

９
月
17
日（
金
）か
ら

●
お
菓
子
教
室

受
講
期
間　

10
月
28
日（
木
）〜３

月
24
日（
木
）

毎
月
第
４
木
曜
日
・
午
前
９
時
か
ら

（
12
月
は
16
日
第
３
木
曜
に
な
り
ま
す
）

募
集
人
数　

20
人

受
講
料　

無
料（
材
料
費
・
３
，０
０
０
円
）

受

付　

９
月
17
日（
金
）か
ら

◆
両
講
座
へ
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
が
、

参
加
は
全
課
程
受
講
で
き
る
方
に
限
り
ま

す
。

　

ま
た
、材
料
費
は
前
納
で
す
。（
返
金
不
可
）

◆
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

◆
募
集
人
数
が
極
端
に
少
な
い
場
合
は
、
開

講
で
き
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

◆
材
料
等
の
都
合
に
よ
り
、
メ
ニ
ュ
ー
が
変

更
に
な
る
事
が
あ
り
ま
す
。

◆
開
講
間
近
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
。キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
と
き
は
、

代
理
の
方
を
探
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

申
・
問 

勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
９
２
・
６
２
６
６
）

  

料
理
・
お
菓
子
教
室
後
期
受
講
生
募
集
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相　
　

談

　

外
国
の
方
へ
の
実
践
的
な
日
本
語
の
教
え

方
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

と

き　

10
月
16
日
～
12
月
11
日
の

土
曜
日（
10
月
30
日
は
除
く
）計
８
回

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
F

（
☎
６
９
２
・
９
９
５
１
）

＊
11
月
６
日
、
13
日
は
町
勤
労
女
性
セ
ン

タ
ー
１
F（
☎
６
９
２
・
６
２
６
６
）

内

容　

初
級
日
本
語
の
教
え
方

講

師　

㈶
県
国
際
交
流
協
会
日
本
語
教

室
講
師　

青
木
洋
子
先
生

受
講
料　

無
料

テ
キ
ス
ト　

ス
リ
ー
エ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
み
ん
な
の
日
本
語
Ⅰ
」（
定
価
２
，
５
０
０

円
）を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　

協
会
を
通
じ
て
購
入
す
る
場
合
に
は
、

お
申
し
込
み
時
に
そ
の
旨
を
お
書
き
添
え

く
だ
さ
い
。

定

員　

20
人
程
度

申
し
込
み　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で　

①
名
前　

②
郵
便
番
号　

③
住
所　

④
電
話（
携
帯
も
あ
れ
ば
）＆
Ｆ

Ａ
Ｘ
＆
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

⑤
性
別

⑥
年
代　

⑦
日
本
語
教
授
法
学
習
経
験
の

有
無
・
年
数
な
ど

⑧
理
解
で
き
る
外
国
語
を
明
記
の
上
、
次

の
協
会
事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

10
月
８
日（
金
）

※
受
講
を
修
了
し
た
方
は
、
町
国
際
交
流
協

会
日
本
語
教
室
や
ト
ピ
ア
日
本
語
教
室
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

主

催　

県
・
町
国
際
交
流
協
会

協

力　

県
国
際
交
流
協
会（T

O
PIA

）

申
・
問 

町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
担
当
）松
田（
☎
６
９
２
・
９
９
５
１
／
FAX

６
９
２
・
１
６
２
６
）

〒
７
７
１

－

１
２
０
３　

藍
住
町
奥
野
字

矢
上
前
32

－

１　

町
社
会
福
祉
協
議
会
内

E
-M

ail　

aizum
i_kokusai@

garnet.
nm

t.ne.jp

平
成
22
年
度
（
前
期
）

日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
募
集

　

11
月
末
か
ら
２
月
に
か
け
て
、
実
技
試
験

と
学
科
試
験
が
県
内
各
会
場
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

職

種　

配
管
等
39
職
種

申
し
込
み　

９
月
27
日（
月
）〜
10
月
８
日（
金
）

県
職
業
能
力
開
発
協
会
と
鳴
門
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
ま
す
。

問 

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
☎
６
６
３
・
２
３
１
６
）

技
能
検
定
試
験
の
ご
案
内

公
証
相
談

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
間
を
公
証
週

間
と
し
、
電
話
に
よ
る
公
証
相
談
を
実
施
し

ま
す
。

日

時　

10
月
２
日（
土
）

相
談
内
容　

遺
言
、
任
意
後
見
契
約
、
離
婚

給
付
等
契
約
な
ど
公
証
に
関
す
る
相
談
全
般

電

話　

徳
島
公
証
役
場（
☎
６
２
５
・
６
５
７
５
）

鳴
門
公
証
役
場（
☎
６
８
５
・
７
９
８
２
）

融
資
制
度
の
ご
案
内

〈
設
備
資
金
〉９
月
30
日
ま
で

　

設
備
資
金
の
利
率
を
２
年
間
低
減
し
ま
す
。

（
す
べ
て
の
事
業
用
設
備
資
金
が
対
象
） 

　
『
適
用
金
利

−

０
．
５
％
』

〈
運
転
資
金
〉平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
う
ち
雇
用
維

持
・
拡
大
に
関
す
る
利
率
を
低
減
し
ま
す
。

①
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
う
ち
業
況
が

悪
化
し
て
い
る
方
…
基
準
利
率

−

０
・３
％

②
１
に
該
当
し
、
雇
用
の
維
持
・
拡
大
に
取

り
組
む
方　
　
　
…
基
準
利
率

−

０
・
５
％

③
第
三
者
保
証
人
等
を
不
要
と
す
る
融
資

（
保
証
人
が
い
な
い
方
）

…
適
用
金
利
＋
０
・
３
５
％（
上
乗
せ
）

④「
お
ま
と
め
融
資
」＋「
長
期
返
済
に
組
み

替
え
」が
可
能

＊
基
準
利
率
は
平
成
22
年
６
月
９
日
現
在

２
・
１
５
％
で
す
。
ご
利
用
に
は
一
定
要

件
が
あ
り
ま
す
。

問 

日
本
政
策
金
融
公
庫
徳
島
支
店
国
民
生

活
事
業（
☎
６
２
２
・
７
２
７
１
）

〈
国
の
教
育
ロ
ー
ン
〉

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度

で
す
。

融
資
額　

学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

利

率　

年
２
・
７
５
％（
母
子
家
庭
の
方

は
年
２
・
３
５
％
）

（
固
定
金
利
、
平
成
22
年
６
月
９
日
現
在
）

返
済
期
間　

15
年
以
内（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た

は
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は
18
年
以
内
）

用

途　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃

保

証　

㈶
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証
も
可
能
）

問 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６
）ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル（
０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
）
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問 

徳
島
地
方
法
務
局
登
記
部
門

（
☎
６
２
２
・
４
６
８
３
）

法
の
日
週
間
行
事
無
料
法
律
相
談

 

日

時　

10
月
13
日（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場

所　

徳
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所

内

容　

法
律
一
般
の
相
談
を
弁
護
士
が

お
聞
き
し
ま
す
。１
人
あ
た
り
お
よ
そ
20
分
。

定

員　

80
人（
は
が
き
・
電
話
に
よ
る

予
約
制
）

申
込
方
法　

●
は
が
き
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

相
談
希
望
時
間
帯（
午
前
・
午
後
の
別
）を
記

入
し
、次
の
と
こ
ろ
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　

〒
７
７
０

−

８
５
２
８

徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
５
番
地

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課「
法
律
相
談
係
」

●
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の
間
に
、
徳
島

地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係（
６
０
３
・

０
１
１
１
）へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

10
月
４
日（
月
）必
着

通

知　

申
し
込
み
に
対
し
、
相
談
時
刻

等
を
記
載
し
た「
相
談
予
約
券
」を
郵
送
し

ま
す
。

＊
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

問 

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

（
☎
６
０
３
・
０
１
１
１
）

県
内
一
斉

「
法
務
局
く
ら
し
の
相
談
所
」の
開
設

  
　

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
を
持
っ
て

法
務
局
を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、
無
料
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日

時　

10
月
３
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場

所　

株
式
会
社
そ
ご
う
徳
島
店

７
階
特
設
会
場

相
談
内
容　

登
記
・
供
託
・
戸
籍
・
国
籍
・
人
権
・

公
証
事
務（
遺
言
証
書
作
成
等
）に
関
す
る
相

談
全
般
と
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

相
談
者　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
と
弁
護
士

問 

徳
島
地
方
法
務
局
総
務
課

（
☎
６
２
２
・
４
３
１
８
）

全
国
一
斉
表
示
登
記
無
料
相
談

 

　

徳
島
地
方
法
務
局
で
は
、
表
示
登
記
制
度

創
設
50
周
年
を
記
念
す
る
事
業
の
一
環
と
し

て
、
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
共
催
で
、
表

示
登
記
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日

時　

10
月
９
日（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場

所　

ク
レ
メ
ン
ト
プ
ラ
ザ
５
階

「
ク
レ
メ
ン
ト
サ
ロ
ン
」

徳
島
市
寺
島
本
町
西
１
丁
目
61
番
地

相
談
内
容　

土
地
・
建
物
の
表
示
に
関
す
る

登
記
・
土
地
の
筆
界
に
関
す
る
相
談
全
般

担
当
者　

法
務
局
職
員　

土
地
家
屋
調
査
士

　

日
ご
ろ
、
め
っ
た
に
見
た
り
、
体

験
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
麻

を
精
錬
す
る
麻お

挽ひ

き
や
、
麻
糸
を
作

る
苧お

績う

み
、
麻
布
を
織
る
機は

た

織お

り
、

さ
ら
に
紅
花
染
め
な
ど
が
体
験
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日

時　

９
月
18
日（
土
）

～
20
日（
月
）

場

所　

藍
の
館

（
開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後

５
時
）

〈
開
会
式
〉

　

◆
18
日（
土
）午
前
９
時
か
ら

〈
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〉

◆
18
日（
土
）午
前
９
時
40
分
か
ら

　

祝
福
芸
阿
波
の
三さ

ん

番ば

叟そ
う

廻ま
わ

し
と

道
の
芸
阿
波
の
箱
廻
し（
阿
波
木

偶
箱
廻
し
を
復
活
す
る
会
）

午
前
10
時
30
分
か
ら　

阿
波
踊
り

（
藍
住
東
小
学
校
）

〈
苧
績
み
実
演
・
体
験
〉

◆
18
日（
土
）正
午
～
午
後
４
時
、

19
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
４
時
、
20
日（
月
）午
前

９
時
～
正
午

〈
紅
花
染
め
体
験
〉

◆
18
日（
土
）午
後
１
時
～
３
時
、

19
日（
日
）午
前
９
時
～
11
時
、
午
後
１
時
～

３
時

〈
麻
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
〉

◆
19
日（
日
）・
20
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午

〈
機
織
り
実
演
・
体
験
〉

◆
18
日（
土
）正
午
～
午
後
４
時
、
19
日

（
日
）・
20
日（
月
）午
前
９
時
～
午
後
５
時

〈
麻
挽
き
実
演
・
体
験
〉

◆
18
日（
土
）・
19
日（
日
）・
20
日（
月
）

午
後
２
時
～
４
時

※
期
間
中
、「
三
好
実
休
茶
の
湯
を
広
め
る

会
」「
煎
茶
サ
ー
ク
ル
」の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
茶
の
接
待
や
、「
絃げ

ん

翠す
い

琵
琶
の
会
」の
琵

琶
演
奏
、「
弦
の
会
藍
住
支
部
」の
箏
演
奏
、

「
三
味
線
渦
の
会
」の
三
味
線
演
奏
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

催
し
物
・
そ
の
他

機織りの様子

東吾妻町・藍住町・愛荘町３町合同企画展
　　　　　　　　　「麻・藍・布」体験イベント
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あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

今
年
は
、
10
月
31
日（
日
）に
開
催
す
る
予

定
で
す
。

　

家
族
で
、
友
だ
ち
で
、
ま
た
一
人
で
も
自

由
に
楽
し
め
ま
す
。
最
近
、運
動
不
足
の
方
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
が
気
に
な
る
方
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
来
月
号
の
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問 

教
育
委
員
会 

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

農
業
振
興
祭

日

時　

９
月
25
日（
土
）午
前
９
時
30
分
〜

（
小
雨
決
行
・
大
雨
の
場
合
、
翌
日
に
順
延
）

場

所　

み
ど
り
の
広
場

▼
イ
ベ
ン
ト
内
容

●
子
牛
牧
場
・
子

牛
の
写
生
大
会

（
お
絵
書
き
道

具
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
）

●
農
産
物
の
即
売

（
開
会
式
終
了

後
、
販
売
）

藍
住
産
新
米
、
新
鮮
野
菜
、
農
産
加
工
物

●
北
泊
漁
協（
ペ
ン
ギ
ン
村
）と
れ
と
れ
鮮
魚
市

▼
各
部
会
コ
ー
ナ
ー

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
パ
ッ
ト
ラ
イ
ス
、
わ
た

菓
子
、
乳
製
品
・
金
魚
す
く
い
等

▼
先
着
無
料
コ
ー
ナ
ー

う
ど
ん（
引
換
券
は
午
前
11
時
か
ら
配
付
）

主

催　

町
自
立
経
営
農
業
振
興
会

問 

建
設
産
業
課（
☎
６
３
７
・
３
１
２
０
）

平
成
23
年
度

        

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

定

価　

１
冊　

５
０
０
円

申
込
期
限　

10
月
４
日（
月
）

申
・
問 

企
画
政
策
課

（
☎
６
３
７
・
３
１
２
４
）

●ホームゲームご案内
　9月23日（木）19：00〜
　　　　 VS東京ヴェルディ
●試合会場
　ポカリスエットスタジアム

「
藍
と
舞
」
コ
ラ
ボ
展

  　
　
　

藍
染
と
木
工
職
人
達

　

藍
染
め
貼
り
の
衝
立
・
テ
ー
ブ
ル
・
洗
面

台
・
遊
山
箱
・
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
や
各
作
家
達

に
よ
る
寄
木
・
金
彩
工
芸
・
網
代
織
り
・
ト
ー

ル
ペ
イ
ン
ト
・
陶
芸
・
山
野
草
・
盆
栽
な
ど

約
７
０
０
点
を
展
示
即
売
し
て
い
ま
す
。

と　

き　

９
月
15
日（
水
）〜
10
月
31
日（
日
）

主　

催　

舞
工
房

（
☎
０
９
０
・
４
３
３
０
・７
１
６
９

担
当　

多
田
）

後　

援　

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社

町
観
光
物
産
協
会

川
真
田
弘
・
渡
辺
智
恵
子

　
　
　
　
　
　
　

藍
色
の
世
界

　

徳
島
の
風
景
を
藍
で
染
め
た
作
品
、
阿
波

藍
の
素
晴
ら
し
い
色
彩
の
作
品
を
展
示
即
売

し
ま
す
。

と　

き　

10
月
１
日（
金
）〜
31
日（
日
）

と
こ
ろ　

藍
の
館　

展
示
室

「
麻
・
藍
・
布
」

　

３
町
合
同
企
画
展

９
月
20
日（
月
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

９
月
18
日
・
19
日
・
20
日
は
実
演
・
体
験
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。（

関
連
記
事　

Ｐ
12
）

大
谷
焼
展
示
販
売

　

伝
統
あ
る
大
谷
焼
。
素
朴
な
味
わ
い
の
器

で
、
玄
関
・
居
間
・
食
卓
を
や
す
ら
ぎ
の
空

間
に
し
ま
せ
ん
か
。

　

 

９
月
29
日（
水
）ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
第
１
日
曜
日　
　
　
　

琵
琶
演
奏
体
験

▼
第
１
月
曜
日　
　
　
　

ぞ
め
き
演
奏

▼
第
２
日
曜
日　
　
　
　

尺
八
演
奏

▼
第
３
日
曜
日　
　
　
　

琴
演
奏
体
験
学
習

▼
第
４
日
曜
日　
　
　
　

三
味
線
合
奏
会

　

「
藍
の
館
」
友
の
会
会
員
募
集

　

日
本
古
来
の
染
料
と
し
て
の
藍
、
伝
統
的

な
阿
波
藍
と
触
れ
あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

藍
の
文
化
・
歴
史
を
学
び
藍
建
て
・
染
色

等
藍
の
青
さ
・
自
然
の
色
や
藍
の
好
き
な
方

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

10
月
か
ら

年
会
費　

１
，
０
０
０
円

問 

藍
の
館 

（
☎
６
９
２
・
６
３
１
７
）

藍
の
館
イ
ベ
ン
ト
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航
空
祭 

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地
公
開

　

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
で
は
、
基

地
開
隊
52
周
年
記
念
行
事
、
航
空
祭
と
し
て

徳
島
航
空
基
地
を
公
開
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

時　
９
月
25
日（
土
）午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内

容　

●
記
念
式
典（
フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ

ル
等
）　

●
編
隊
飛
行　

●
飛
行
展
示

●
航
空
機
地
上
展
示

●
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
体
験
飛
行
な
ど

＊
基
地
内
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
徳
島

阿
波
お
ど
り
空
港
横
の
特
設
駐
車
場（
無

料
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
特
設
駐
車
場

と
徳
島
航
空
基
地
の
間
に
無
料
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問 

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
司
令

部
広
報
室

（
☎
６
９
９
・５
１
１
１　

内
線
３
２
３
４
）

鳴
門
市
就
職

　
　

マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア
ー

　

多
く
の
企
業
を
リ
サ
ー
チ
す
る
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　

企
業
の
人
事
担
当
者
の
方
と
直
接
面
接
が

で
き
ま
す
。

日

時　

９
月
29
日（
水
）

午
後
１
時
〜
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場

所　

鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
２
F

対
象
者　

一
般
求
職
者

参
加
企
業
数　

鳴
門
市
内
の
企
業
20
社（
予
定
）

＊
何
社
で
も
面
接
で
き
ま
す
の
で
、
履
歴
書

を
複
数
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問 

鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議
会

（
☎
６
８
９
・
３
２
７
０
）

お
は
な
し
会

と　

き　

毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら

   

あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

と　

き　

第
２
・
第
５
水
曜
日

▲

９
月
29
日（
水
）・
10
月
13
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

井
隈
読
書
会

と　

き　

毎
月
第
１
木
曜
日 

10
月
７
日　

　
　
　
　

午
前
10
時
か
ら

〈
10
月
の
課
題
図
書
〉

　
　
　
　
「
良
寛
」　　
　
　

水
上　

勉

◎
休
館
日

●
毎
週
月
曜
日

●
そ
の
他
…
20
日（
月
）

～
23
日（
木
）

　

図
書
館
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約

を
開
始
す
る
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器

入
替
を
行
な
い
ま
す
。
そ
の
間
休
館
と
な

り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ネ
ッ
ト
予
約

開
始
は
10
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問 

図
書
館（
☎
６
９
２
・
０
０
７
０
）

図
書
館
の
行
事

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
、
９
月
21
日

（
火
）か
ら
９
月
30
日（
木
）ま
で
、
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

運
動
の
重
点
を
守
り
、
事
故
の
な
い
町
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
運
動
の
重
点
）

●
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

●
自
転
車
の
安
全
利
用

●
飲
酒
運
転
の
根
絶

●
夕
暮
れ
時
、
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

●
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
タ
ス
キ
等
の

着
用

秋
の
交
通
安
全
運
動
実
施

　

町
に
は
、
多
く
の
口
碑
・
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
馬
木
西
の
地
蔵
さ
ん
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 　

こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
、
阿
波
の
十
郎
兵
衛

の
娘
お
つ
る
を
祀
っ
て
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
お
つ
る
は
北
村
の
庚
申
堂
に
か
く
れ

て
い
ま
し
た
が
、
北
泊
の
漁
師
に
養
わ
れ
、

成
長
し
て
徳
島
藩
日
格
帳
、
近
藤
善
四
郎
の

女
房
に
な
り
56
歳
ま
で
生
き
て
い
た
と
い
う

話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
巡
礼
の
子
、
年
は
９

歳
、
名
は
お
つ
る
。
父
の
た
め
に
殺
さ
れ
た

と
い
う
の
は
浄
瑠
璃
の
話
で
、
母
の
お
弓
は

宮
島
の
宝
性
寺
の
過
去
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。（

町
婦
人
会
編『
阿
波
藍
』か
ら
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情

報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て

い
る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

問 

教
育
委
員
会（
☎
６
３
７
・
３
１
２
８
）

残
そ
う
町
の
口
碑
・
伝
承馬木西の地蔵さん
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　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康
チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地
域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

開催日 曜日 時　間 場　所 内　容

９月15日 水 午前９時30分〜11時 江ノ口老人ルーム 健康チェック
健康体操（運動指導士）

９月15日 水 午後１時30分〜３時 徳命老人憩の家 健康チェック
囲碁ボール・ペタンク

９月17日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康教室・室内ゲーム

９月27日 月 午前９時30分〜11時 乙瀬老人憩の家 健康チェック
健康の話

９月27日 月 午後１時30分〜３時 奥野老人憩の家 健康チェック
健康教室・室内ゲーム

10月４日 月 午後１時30分〜３時 東部老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

10月５日 火 午後１時30分〜３時 西部老人憩の家 健康チェック
囲碁ボール・ペタンク

10月６日 水 午後１時30分〜３時 富吉老人憩の家 健康チェック
室内ゲーム

10月15日 金 午後１時30分〜３時 東中富老人憩の家 健康チェック
健康体操（運動指導士）

住所・年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。

問 　社 会 福 祉 協 議 会 （☎692・9951）
地域包括支援センター （☎637・3175）

いきいきサロンのご案内

（氏 名） （年 齢） （住  所）

木寺　和子 67歳 住吉字逆藤
森　　芳子 90歳 勝瑞字幸島
尾﨑　正和 67歳 笠木字中野
髙橋　　登 80歳 東中富字権現傍示
尾関　政江 70歳 乙瀬字青木
渡邊　正雄 90歳 住吉字藤ノ木
山本　常昭 83歳 住吉字江端
山邉　隆子 92歳 東中富字敷地傍示
犬伏　朝則 78歳 東中富字東傍示
野田　忠義 81歳 住吉字若宮
近藤　富子 72歳 徳命字前須東 
笹山フジ子 78歳 東中富字大塚傍示
望月　英男 77歳 住吉字神蔵 
德山　敏明 80歳 奥野字前川 
今井　政枝 90歳 笠木字東野 

地域の子どもは、
　　　　地域で守り育てましょう

こんにちは赤ちゃんこんにちは赤ちゃん 8月8月こんにちは赤ちゃん

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

赤
き
血
を
燃
や
し
続
け
て
山
登
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
原　

一
光

赤
壁
の
戦
偲
ぶ
登
山
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
吉　
　

啓

赤
き
実
の
草
の
名
知
ら
ず
登
山
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

秋
月　

秀
月

登
山
道
鳥
居
も
赤
く
塗
り
か
え
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　

義
子

振
り
向
い
て
赤
い
帽
振
る
登
山
客　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
芸　

節
子

先
達
の
赤
き
鉢
巻
初
登
山　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

一
子

先
達
の
目
印
赤
き
登
山
帽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楠
野　

智
子

子
に
選
ぶ
赤
き
リ
ュ
ッ
ク
と
登
山
帽　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

幸
子

赤
土
の
脇
道
を
行
く
登
山
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
ヨ
シ
子

登
山
者
へ
赤
き
矢
印
道
し
る
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
宮
チ
エ
子

加
章

山
岳
に
挑
む
真
赤
な
登
山
帽　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
野
た
す
く

あいずみ 俳 壇
谷野　たすく　選

（住  所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

濵田　　壮真 （そうま）　 男  　耕　市 ・ 真由子　　徳命字小塚北
渡邉　　琴音 （ことね）　 女  　　潤　 ・ 純　子　　笠木字西野
野間口凛太郎 （りんたろう）　 男  　信　行 ・ 裕　美　　矢上字原
坂東　　天真 （あすま）　 男  　義　典 ・ 玉　妃　　奥野字東中須
松崎　　莉央 （り　お）　 女  　真　樹 ・ 妙　子　　勝瑞字成長
芝原　　玲奈 （れ　な）　 女  　正　人 ・ 美貴子　　東中富字龍池傍示
山田　　悠生 （ゆうせい）　 男  　佳　彦 ・ めぐみ　　奥野字和田
米本　　昊平 （こうへい）　 男  　敦　志 ・ 摂　子　　奥野字乾
高橋　　那奈 （な　な）　 女  　修　史 ・ 美　奈　　東中富字長江傍示
穴生　かれん （かれん）　 女  　　崇　 ・ 千　栄　　奥野字原
河野　　彩葉 （いろは）　 女  　知　弘 ・ 裕　美　　奥野字東中須
川田　　壮真 （そうま）　 男  　正　人 ・ 明　子　　富吉字須崎
大倉　　美空 （み　く）　 女  　康　裕 ・ 　渚　　　住吉字藤ノ木
近藤　　勘太 （かんた）　 男  　雄　仁 ・ 香　織　　富吉字穂実
荻野　こなつ （こなつ）　 女  　裕　平 ・ 智　子　　矢上字安任
肥田　結愛乃 （ゆめの）　 女  　康　秀 ・ 悦　子　　乙瀬字青木
川口　　修士 （しゅうじ）　 男  　彰　亮 ・ 幸　子　　奥野字原
平岡　　舞帆 （ま　ほ）　 女  　真　人 ・ 千　晃　　矢上字春日
後藤　　稜太 （りょうた）　 男  　義　宜 ・ 奈々美　　矢上字原
福永　　貴彦 （たかひこ）　 男  　智　彦 ・ 希世子　　勝瑞字西勝地
太田　　嵐士 （あらし）　 男  　賢　司 ・ 敦　子　　矢上字原
髙橋　　拓真 （たくま）　 男  　潤　次 ・ 和　美　　東中富字敷地傍示
森　　あずさ （あずさ）　 女  　浩　章 ・ 和　代　　矢上字春日
吉田　　杏理 （あんり）　 女  　昌　朗 ・ 理　江　　笠木字中野
村上　　　翔 （しょう）　 男  　一　彦 ・ 和　代　　徳命字元村東
枡富　結衣子 （ゆいこ）　 女  　健　二 ・ 由佳子　　奥野字西中須
大平　　有紗 （ありさ）　 女  　禎　彦 ・ 眞　美　　笠木字東野
佐藤　　大介 （だいすけ）　 男  　健　一 ・ 怜　子　　奥野字和田
三木　　志織 （しおり）　 女  　康　弘 ・ 　希　　　東中富字北傍示
竹田　　奈央 （な　お）　 女  　祐　家 ・ 里　歌　　奥野字乾
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科
TEL088-683-3987（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南200m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

土

●
金

●
●

木

●
●

水火

●
●

月

●
●

診察時間

８:45～12:00

14:30～18:30

８月/11日㈬・12日㈭・13日㈮・14日㈯・15日㈰
お盆休みで、休診させていただきます。予約専用電話 088-683-3381（ミミハイチバン）９月22日　水曜日 午前・午後

診察しております。（秋分の日の前日のため）

増田クリニック
TEL：  088 - 693 - 3020
藍住町役場東500ｍ

特定健診・町がん検診・禁煙指導承ります。
●診療科目：内科・循環器科・

心臓血管外科・ペインクリニック内科

土
○
5：30
まで

金
○
○

木
○
／

水
○
○

火
○
○

月
○
○

診療時間
午前 ９：00～12：30
午後 ２：30～６：30

生命保険・損害保険・無料相談

株式会社 藍住町住吉字神蔵 46-2
http://www.ask-hoken.com
10:00～18:00 休日・夜間の時間帯のご予約可（088）678‒6502

A S K
等々…何でもお気軽にご相談下さい

学資保険個人年金

入院費用自動車保険

名田橋 四国三郎橋

●ミニストップ

●みちよ亭

●ファミリーマートキョーエイ●

コーナン●

ASK

●
ケーズデンキ

先進医療

スチールオーダーメイド専門
鉄骨組立・溶接・小物加工・各種
お問い合わせ℡088-693-4515

スチールオーダーメイド専門
鉄骨組立・溶接・小物加工・各種
お問い合わせ℡088-693-4515

後藤工業後藤工業後藤工業

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

。

　

阿
波
踊
り
ま
っ
た
だ
中
の
８
月
13
日
、

友
好
都
市
・
山
形
県
河
北
町
か
ら
少
年
野

球
チ
ー
ム
・
河
北
ド
ラ
ゴ
ン
タ
イ
ガ
ー
ス

が
16
年
ぶ
り
に
来
町
し
、
町
内
の
チ
ー
ム

と
野
球
を
通
じ
て
交
流
を
は
か
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
来
町
し
た
の
は
選
手
12
人
と
指

導
者
や
保
護
者
11
人
。
少
年
野
球
チ
ー
ム

の
交
流
は
藍
住
北
キ
ン
グ
が
17
年
前
に
河

北
町
を
訪
れ
、
親
善
試
合
を
し
た
の
が
始

ま
り
で
、
翌
年
に
は
河
北
ド
ラ
ゴ
ン
タ
イ

ガ
ー
ス
が
初
め
て
藍
住
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

16
年
前
も
来
町
し
た
河
北
の
柏
屋
年
夫
代

表（
72
歳
）は「
ぜ
ひ
、
も
う
一
度
、
藍
住
町

を
訪
れ
た
か
っ
た
。
受
け
入
れ
て
い
た
だ

い
て
感
謝
し
て
い
る
。」と
久
し
ぶ
り
の
再

会
に
感
無
量
の
様
子
で
し
た
。

　

台
風
の
余
波
で
来
町
が
危
ぶ
ま
れ
た
も

の
の
、
一
行
は
同
日
午
前
８
時
に
来
県
し
、

北
キ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
北
島
部
長
ら

の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。
初
日
は
大
鳴

門
橋
遊
歩
道
・
渦
の
道
な
ど
を
観
光
、
藍

の
館
で
は
阿
部
館
長
の
指
導
で
藍
染
め
を

体
験
し
、
深
い
藍
色
に
染
ま
っ
た
ハ
ン
カ

チ
を
手
に
、
よ
い
思
い
出
の
品
が
で
き
た

と
大
喜
び
し
て
い
ま
し
た
。

　

夕
方
は
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
町
内
の
少
年

野
球
チ
ー
ム
、
４
チ
ー
ム
と
の
懇
親
会
に

参
加
し
、
河
北
ド
ラ
ゴ
ン
タ
イ
ガ
ー
ス
の

団
員
に
よ
る
花
笠
音
頭
が
披
露
さ
れ
、
そ

ろ
っ
た
踊
り
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
キ
ン
グ
か

ら
団
員
・

指
導
者
・

保
護
者
に

よ
る
阿
波

踊
り
が
披

露
さ
れ
、

よ
し
こ
の

の
リ
ズ
ム

に
河
北
の

皆
さ
ん
も

踊
り
に
参

加
し
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

翌
14
日
に
は
、
西
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
北
キ
ン
グ
、
東
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
、
西
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
の
３
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
北
キ

ン
グ
と
１
試
合
、
合
同
チ
ー
ム
と
１
試
合

の
交
流
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

  

開
会
式
で
は
、
北
キ
ン
グ
の
松
家
主
将

と
河
北
ド
ラ
ゴ
ン
タ
イ
ガ
ー
ス
の
黒
田
主

将
が
選
手
宣
誓
を
行
い
、
両
チ
ー
ム
の
選

手
が
記
念
品
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
暑
さ
に
負
け
な
い
熱
戦
と
な
り
、

１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

両
町
の
選
手
は「
今
度
は
河
北
町
で
試
合
が

し
た
い
。」と
今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
き

た
い
様
子
で
し
た
。

  

一
行
は
、
徳
島
市
の
阿
波
踊
り
な
ど
も

見
物
し
、
北
キ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関

係
者
ら
の
見
送
り
を
受
け
、
15
日
に
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

友
好
都
市
　
山
形
県
河
北
町
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
16
年
ぶ
り
少
年
野
球
チ
ー
ム
来
町

満足のいくできあがり藍染めのハンカチ
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